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概要 
本稿では，心の多様性の一例として，内言（声に出さ

ない心的な思考）がどれだけ個体間で異なっているの
か，それを定量的，定性的に明らかにすることを目指
す．さらに，そのような内的な心的過程の可視化を進め
ていくことにより実現する，個人によりあったサービ
スや補助などの提供の可能性について議論を行いたい． 
 
キーワード：内言，多様性 

1. はじめに 

内言とは，実際の音声を伴わない内面化された思

考のための道具としての内的な心理過程を指す 

[1]．内言は外界で生じた現象を分析したり，計画

を立てたりする上で非常に重要な役割を担っている

と考えられている．一方，内言は直接観測すること

が不可能な個人内に閉じた現象であるため，なかな

か定量的な解析を実施することが困難であり，その

詳細は十分に解明されているとは言えない． 

興味深いことに，内言のような心理過程で用いら

れる表象は，すべての人で共通ではなく，人によっ

ては言語優位である，映像有意である，といったよ

うに，その多様性に関する言及がこれまで言語報告

レベルでは示唆されてきた [2, 3]．しかし実際に

個々人の内言で用いられる表象がどれだけ多様で，

具体的にどのような種類が存在しているのか，その

多様性の詳細について具体的に調査した研究は殆ど

存在していない．心的過程の多様性について議論し

ている先行研究として，視覚優位，聴覚優位，とい

ったように，感覚モダリティにもとづいて個人の認

知特性を表現した研究はあるが[4]，これらの先行

研究は表出される行動傾向なども包含した個人特性

を対象としており，内的な心理過程そのものを純粋

に現象として扱ったものではなかった． 

そこで本研究では，これまであまり心理学などの

研究領域において研究がなされてこなかった内的な

心理過程で用いられる表象の多様性について，一般

参加者を対象としたオンラインアンケート調査を行

い，そして互いの内言の類似性，相違性を語り合う

オンラインワークショップによる検討などから多角

的に明らかにすることを目指す． 

 

2. 予備的な調査の概要 

 

図 1.クラスターごとの参加者数と評定値の平均 

 

本研究の第一歩として，インターネット上で参加

者を募ったオンライン調査を実施した．本調査で

は，まず「昼食で何を食べるのかを検討する」とい

う単純な場面において，「音声言語」を用いている

内言の動画，「映像」を用いている内言の動画，「文

字」を用いている内言の動画の三種類を用意し，そ

れぞれの動画がどれだけ調査参加者が実際に行って

いる心理過程に近いのかを 7件法のリッカート尺度

で評定してもらった．さらにこれらの設問に加え

て，「大事なメールを作成する際に，（メモなどを取

らずに）頭の中だけで事前に文面を考えることがで

きますか」，「粘土細工をつくる際に，（スケッチな

どをせずに）事前に頭の中だけで完成させたい粘土
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細工の映像を思い浮かべることができますか」とい

う二つの事例について，それぞれが実行可能かどう

かを「はい」か「いいえ」の二択で参加者に尋ね

た．そして最後に，自らの内言について，このアン

ケートだけでは表現できない他の特徴があれば，自

由に参加者に記述してもらった． 

 

 

図 2.「音声」と「映像」の評定値の組み合わせ

ごとの全体に対する参加者の割合 

 

本調査では，2454人の参加者から回答を得るこ

とができた．まず昼食の選択場面において「音声言

語」，「映像」，「文字」それぞれを用いている動画の

自身への当てはまりの良さを評定したリッカート尺

度の３次元の値をクラスター分析にかけたところ，

回答傾向に 4種類のクラスターを見出すことができ

た．それぞれのクラスターに含まれる参加者数と，

クラスターごとのリッカート尺度の評定値の平均を

図 1に示す． 

この図からCluster1の参加者は音声，Cluster2の

参加者は音声と文字，Cluster3 の参加者は映像，

Cluster4の参加者は音声と映像，と内言の中で主に

用いられている表象の感覚モダリティが異なること

が示唆された．また図 2は「音声」と「映像」の評

定値の組み合わせごとの全体に対する参加者の割合

をヒートマップで示したものである．この図から，

「音声」だけが主，「映像」だけが主，「音声」と「映

像」の組み合わせ，の三通りの内言のパターンが少

なくとも存在していることを視覚的に理解すること

ができる．さらにこれらの内的な心理過程において

用いている表象と，「メール」と「粘土細工」を頭の

中で操作可能かを問うた設問との関係をみると，「メ

ール」についてはCluster2（「音声」と「文字」）の

参加者で可能と回答する参加者が，「粘土細工」につ

いては Cluster3（「映像」）と Cluster4（「音声」と

「映像」）の参加で可能と回答する参加者がそれぞれ

多いことが，カイ二乗検定から明らかになった． 

一方，これらの解析は，あくまでも多数派に注目

した統計的解析であり，個々の参加者の言語報告に

注目すると，より多様な内的な心理過程の存在が示

唆される．参加者の記述の例として，「メールなどの

複雑な思考における内言は写実的な映像よりも記号

的なことが多いように思います（フローチャートの

ような）」や，「思考に触覚的な感覚がある気がする。

また、思考のレイヤーを切り替える際、自分が（想

像の空間を）上下したりするようなイメージも使う

（重力的な（？）体感覚をともなう）」といった，こ

ちらが候補として用意した感覚モダリティでは説明

できないような表象を報告する参加者も散見された．

さらに自分自身で内言を制御している感覚の参加者

と，受動的に脳内に生じる内言を“観察”している

参加者が存在することも言語報告から示唆された． 

3. 今後の展望について 

 

図３.ZOOMで実施した，内言の違いについて語

り合うワークショップの様子 

 

今後は，継続して内言の多様性をより明確に記述

する調査（可能であれば，直接行動を計測する心理

実験も）を実施するとともに，オンラインで実施す

る内言をテーマにしたワークショップも開催し（図

3），個々人の内的な心理過程の多様性について，よ

り詳細に分析していきたいと考えている．学会当日

はこれらの検討の最新の結果についてもご報告させ

ていただく予定である， 
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